
イラスト　森 柊衣瑠さん
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都
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張
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Ａ
で

あ
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「虹の大樹」を彩る、未来のクリエイターをご紹介します！

JAさっぽ ろ「 農 」デ ザ イン・ラ ボ

　制作をする前に実際に「とれのさと」に見学へ行き、建物や働いている方、お

客さまから暖かい雰囲気を感じたので、見ていただいた方にも暖かい雰囲気が伝

わるような優しいタッチを意識して描きました。また、新鮮で美味しい野菜など

が販売されていて、行くだけでもとてもわくわくするような気持ちになったの

で、その気持ちをたくさんの野菜と人々のミニチュア世界を通して表現してみま

した！とても素敵な所なので皆さまもぜひ、足を運んでみてください！

北海道芸術デザイン専門学校（bisen）
グラフィックデザイン専攻　　　　　 森

も り

 柊
し ゅ

衣
え

瑠
る

さん

今月の
表紙イラスト

を描いて
くれたのは…

学校法人 美専学園  北海道芸術デザイン専門学校
〒001-0024 札幌市北区北 24 条西 8 丁目 1-12　TEL：011-756-0777（代）

瑞
々
し
い
感
性
が
、

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
農
業
の

「
物
語
」
を
描
き
出
す
。

新
し
い
季
節
の
足
音
。

新
し
い
感
性
の
芽
吹
き

　

い
つ
も
広
報
誌
「
虹
の
大
樹
」

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
一
冊
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
ま

た
一
つ
、
新
し
い
物
語
を
紡
ぎ
始
め
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
託
し
た
の
は
、
北
海

道
芸
術
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校（
b
i
s
e
n
ビ
セ
ン
）の
学
生

さ
ん
た
ち
で
す
。
次
世
代
を
担
う
地
元
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー

を
応
援
し
た
い
。
そ
し
て
、
学
生
の
瑞
々
し
い
目
線
を
通

し
て
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
が
育
む
「
食
と
農
」
の
魅
力
を
再

発
見
し
た
い
。
そ
ん
な
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
「
学
生
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
と
の
縁
は
、
昨
年
の
「
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー

タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
に
遡
り
ま
す
。
青
年
部
マ
ル
シ
ェ
の
紙
袋

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
だ
い
た
際
、
そ
の
真
っ
直
ぐ
な
眼

差
し
と
一
緒
に
、
同
じ
想
い
で
描
い
て
い
き
た
い
と
い
う
心

か
ら
の
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
歩
と

し
て
、
ま
ず
は
有
志
の
学
生
た
ち
と
共
に
、
石
狩
の
直
売

所
「
と
れ
の
さ
と
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
今
後
も
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
な
が
ら
、
多
様
な

感
性
の
輪
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
土
地
が
育
む
風
土
が
、
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
た
よ
う

な
野
菜
の
力
強
さ
。
土
と
共
に
生
き
る
生
産
者
の
、

真
っ
直
ぐ
で
力
強
い
あ
り
の
ま
ま
の
姿
。
そ
れ
ら
を

肌
で
感
じ
、
心
で
描
い
た
学
生
の
自
由
な
感
性

が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
「
虹
の
大
樹
」
の

顔
を
形
作
っ
て
い
き
ま
す
。

ＪＡさっぽろ
×
bisen
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

地物市場とれのさと
令和6年度 販売金額5億円達成記念祝賀会

　地物市場とれのさとでは、令和 6 年度販売金額が初めて 5 億円を突破したことを記念し、シャトレーゼ
ガトーキングダムサッポロにて祝賀会を開催。直売所出荷者協議会の会員 47 名とＪＡさっぽろの役職員
14 名のほか、石狩市の小鷹副市長や北海道石狩振興局の濱田産業振興部長などが来賓として出席しました。

直売所出荷者協議会会長　

遊佐 宏文さん

　ＪＡいしかりとＪＡさっぽろが合併し、とれのさとは大きく飛躍を遂げま
した。出荷者協議会会員である生産者が近年の災害とも言える異常気象を乗
り越えて真摯に栽培に取り組み、そして、担当職員の皆さんが情熱を持って
私たちの野菜を販売してくださったからこそ、ここまでくることができまし
た。心より感謝申し上げます。

開会の挨拶を述べる、直売所出荷者協
議会会長　遊佐 宏文さん。

代表理事組合長　

軽部 幹夫
　とれのさとは、平時には地産地消
を推進し、学校給食を通じて児童を
育み、災害時には食料供給の拠点と
なる重要な施設です。地域を守る最
前線にあるという誇りを胸にこれか
らも地域と共に歩んでいきます。

挨拶を述べる軽部組合長。

3／5●木
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

ＪＡさっぽろ地物市場とれのさとのこれまでの歩み

平成 8 年

平成 30 年
平成 31 年

現在

令和 2 年

平成 28 年

平成 9 年

平成 23 年

旧樽川共撰場にて、
野菜・米直売所オープン

9 月 6 日　胆振東部地震発生

地物市場とれのさとでは、4 月 4 日（土）より夏
季営業がスタートしました。11 月までは無休
で営業いたします。新鮮な地物野菜やオリジナ
ルの加工品、大人気のべジソフトなどを取り揃
えて、皆さまのご来店をお待ちしております！

石狩振興局より
「災害時対応ファー

マーズマーケット」
道内第 1 号に認定

店舗リニューアルオープン

通年営業開始

イベント用テントを用い「ＪＡいしかり地物市場」オープン

「地物市場とれのさと」オープン

「安全安心な新鮮野菜の里」
という意味を込めて名付け
られました。

販売金額 3 億円達成記念祝賀会の様子。

直後の 8 日より営業を再開し、地域住
民へ迅速な食料供給を行ないました。 直後に新型コロナウイルスの蔓延が始ま

るも、感染対策を徹底して無休で営業。

年間 22 万 5,000 人以上が

来店する人気スポットとして

日々営業しています。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

模
範
と
な
る
業
績
を
上
げ
た
札
幌
市
内
の
農
業
者
を
対
象
と
す

る
札
幌
市
優
良
農
業
者
等
表
彰
に
、
北
札
幌
地
区
組
合
員
の
片
岡 

智
さ
ん
が
選
ば
れ
、
札
幌
市
役
所
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
に
開
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
1
6
6
の
個
人
・
団
体

に
贈
ら
れ
て
き
た
札
幌
市
優
良
農
業
者
等
表
彰
。
45
回
目
と
な
る

今
回
は
、
未
耕
作
地
の
整
備
や
排
水
設
備
等
の
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
尽
力
し
、
地
域
農
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
札

幌
の
農
業
を
支
え
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
片
岡 

智
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
玉
葱
部
会
の
部
会
長
も
務
め
る
片
岡
さ
ん
。
表

彰
を
受
け
て
「
こ
の
表
彰
を
励
み
に
、
今
後
も
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
一
層
精
進
い
た
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
厚
別
支
部（
粟
井 

真
由
美
支
部
長
）で
は
、
厚

別
支
店
3
階
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
に
て
第
71
回
通
常
総
会
を
開

催
し
、
部
員
41
名
、
来
賓
6
名
、
職
員
7
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

部
員
数
の
減
少
に
伴
い
、「
役
員
の
ブ
ロ
ッ
ク
制
導
入
」

が
議
案
と
し
て
審
議
さ
れ
、
無
事
可
決
。
令
和
9
年
度
か

ら
の
新
体
制
移
行
を
目
指
し
て
、
令
和
8
年
度
は
土
台
作

り
の
年
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
茶
道
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ま
か
ら
の
お
茶
と
お

菓
子
や
、
小
林
ヨ
シ
子
さ
ん
お
手
製
の
里
芋
を
使
っ
た
ぼ

た
も
ち
が
振
る
舞
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。
午
後
か

ら
は
恒
例
の
「
演
芸
大

会
」
が
行
な
わ
れ
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
演
目
も
含

め
、
合
計
8
組
の
歌
や

踊
り
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ

ム
演
奏
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

�

（
須
澤
特
派
員
）

札
幌
市
優
良
農
業
者
等
表
彰

北
札
幌
地
区
・
片
岡
　

智
さ
ん
受
賞

女
性
部
厚
別
支
部

通
常
総
会
で
恒
例
の
演
芸
大
会

2／12 木

3／10 火

表彰を受けた片岡 智さん（左）と、秋元 克広札幌市長（右）。

部員の皆さまが作成した展示物。

ハンドベルサークル「虹の会」による演奏。女性部厚別支部のこれまでの活動を写した写真も展示。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

共
済
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
北
海
道

中
央
会
第
1
0
0
回
臨
時
総
会
の
席
上
で
、
令

和
7
年
度
「
農
協
功
労
者
表
彰
」
の
表
彰
式
が

行
な
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
軽
部
幹
夫
代
表

理
事
組
合
長
と
浅
井
琢
参
事
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
農
業
振
興
や
農
協
運
動
、

組
合
運
営
に
尽
力
し
、
功
績
を
残
し
た
人
に
贈

ら
れ
る
こ
の
賞
。
本
年
度
は
道
内
の
Ｊ
Ａ
と
連

合
会
の
役
職
員
27
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
に
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
し
た

軽
部
組
合
長
。
組
合
員
の
生
活
安
定
、
健
全
な

Ｊ
Ａ
経
営
を
掲
げ
て
着
実
に
実
践
。
地
域
農
業

の
将
来
と
次
世
代
対
策
、
組
合
の
発
展
に
向
け

て
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
と
の
融
合
を
提
唱
し
、
推
進

の
先
頭
に
立
っ
て
組
織
を
ま
と
め
上
げ
、
令
和

5
年
10
月
の
合
併
実
現
に
導
い
た
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
令
和
2
年
に
経
済
部
長
・
参
事
に
就

任
し
た
浅
井
参
事
。
昭
和
63
年
の
入
組
以
降
、

経
済
・
営
農
部
門
で
研
鑽
を
重
ね
、
地
域
農
業

振
興
と
組
織
経
営
を
下
支
え
。
Ｊ
Ａ
い
し
か
り

と
の
合
併
時
に
は
経
済
・
営
農
部
門
の
中
核
を

担
い
、
新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
農
業
振
興
部
門

で
重
点
施
策
の
策
定
に
携
わ
っ
た
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
篠
路
支
部（
嶋 

知
子
支

部
長
）で
は
、
篠
路
支
店
会
議
室

に
て
生
活
工
夫
展
を
開
催
し
、
部

員
12
名
と
職
員
2
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
行
事
は
例
年
通
常
総
会
に

合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、

「
衣
」「
食
」「
住
」
の
3
部
門
に

対
し
て
手
作
り
品
を
出
品
。
部
員

に
加
え
て
支
店
職
員
も
審
査
に
加

わ
り
、
部
門
ご
と
に
そ
の
年
の
金

賞
・
銀
賞
・
銅
賞
を
決
定
し
ま
す
。

　
「
衣
」
と
「
住
」
は
作
品
を
手

に
取
り
な
が
ら
、「
食
」
は
試
食

を
し
な
が
ら
お
互
い
の
力
作
を
採

点
。
総
会
終
了
後
に
表
彰
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
　

農
協
功
労
者
表
彰

軽
部 

幹
夫
代
表
理
事
組
合
長
と

浅
井 

琢
参
事
が
受
賞

女
性
部
篠
路
支
部
　

通
常
総
会

毎
年
恒
例
の
生
活
工
夫
展
を
開
催

3／13 金

3／19 木

表彰式に臨む軽部組合長（右）と浅井参事（左）。
ＪＡ北海道中央会の樽井 功会長より賞状を授与される軽部組合長
と浅井参事。

作品と一緒に記念撮影。

「衣」部門金賞の堀尾 久美子さん
の作品「ベストとパンツ」。

「食」部門金賞の丹羽 恵子さんの
作品「肉巻き厚揚げ」。

「住」部門金賞の杉田 信子さんの
作品「編みぐるみ」。
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職
員
の
柔
軟
な
働
き
方
の
推
進
お
よ
び
計
画
的

な
休
暇
取
得
促
進
対
策
と
し
て
、
新
採
用
職
員
に

係
る
初
年
度
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
要
件
を
見
直

し
、
採
用
月
に
前
倒
し
で
5
日
間
付
与
す
る
改
正

に
係
る
所
要
の
整
備
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
協

議
後
、
可
決
決
定
。

5
、�『
有
価
証
券
の
減
損
処
理
要
領
』
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
が
提
示
す
る

「
有
価
証
券
の
減
損
処
理
基
準（
例
）」
の
改
訂
お

よ
び
「
有
価
証
券
の
時
価
下
落
時
の
会
計
処
理
に

関
す
る
通
知
」
を
踏
ま
え
た
所
要
の
改
正
で
あ
る

旨
が
説
明
さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

6
、�時
価
の
下
落
が
生
じ
て
い
る
債
券
の
取
扱
方

針
に
つ
い
て

　
組
合
が
保
有
す
る
債
券（
国
債
・
地
方
債
・
政

府
保
証
債
）の
帳
簿
価
額
に
対
す
る
時
価
の
下
落

に
対
応
す
る
会
計
上
の
減
損
処
理
の
要
否
を
検
討

す
る
基
準
と
な
る
運
用
方
針
等
を
明
確
に
す
る
た

め
の
所
要
の
整
備
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
協
議

後
、
可
決
決
定
。

7
、�特
別
債
権
に
係
る
債
権
の
直
接
償
却
に
つ
い
て

　
特
別
債
権
1
件
に
関
わ
る
担
保
地（
伊
達
市
山

林
）の
最
終
処
分
が
終
了
し
、
回
収
不
能
金
額
が

確
定
し
た
こ
と
に
伴
う
債
権
償
却
最
終
処
理
を
行

な
う
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

8
、�『
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
』
お
よ
び
『
宅

地
等
供
給
事
業
実
施
要
領
』
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
組
合
員
か
ら
の
委
託
に
伴
い
、
当
組
合
の
事
業

実
施
地
区
に
隣
接
す
る
他
組
合
区
域
に
所
有
す
る

転
用
農
地
等
に
係
る
事
業
発
生
時
に
当
該
組
合
と

の
協
議
の
可
否
に
係
る
判
断
区
分
、
お
よ
び
組
合

員
の
次
世
代
対
策
を
踏
ま
え
た
事
業
実
施
地
区
を

拡
大
す
る
こ
と
に
伴
う
、
所
要
の
整
備
で
あ
る
旨

が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

9
、�固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
当
組
合
の
主
要
品
目
で
あ
る
玉
ね
ぎ
の
将
来
的

な
作
付
け
維
持
お
よ
び
生
産
体
制
の
強
化
を
主
旨

と
す
る
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
玉
ね
ぎ
選

別
機
械
の
更
新
を
行
な
う
事
業
概
要
等
が
説
明
さ

れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

10
、�『
農
地
信
託
規
程
』
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
利
用
権
設

定
等
促
進
事
業
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
信
託

財
産
の
売
渡
し
等
を
行
な
う
場
合
に
は
、
農
地
中

間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
現
行
の
方
法
に
則
っ
た
所

要
の
整
備
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、�役
員
推
薦
会
議
か
ら
の
推
薦
内
容
報
告

2
、�常
勤
役
員
と
青
年
部
本
部
役
員
と
の
懇
談
会

結
果
報
告

3
、�常
勤
役
員
と
女
性
部
本
部
役
員
と
の
懇
談
会

結
果
報
告

4
、�令
和
8
年
度 

役
職
員
研
修
計
画
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

第
11
回
定
例
理
事
会

　
令
和
8
年
2
月
27
日（
金
）午
後
1
時
00
分
よ

り
、
本
店
3
階
役
員
会
議
室
に
お
い
て
、
定
例
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
監
事
会
報
告
事
項

1
、�令
和
7
年
度 

下
期
随
時
監
査
報
告

●
協
議
事
項

1
、�令
和
8
年
度 

内
部
監
査
等
実
施
計
画（
案
）に

つ
い
て

　
令
和
8
年
度
実
施
予
定
の
内
部
監
査
計
画
概
要

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

2
、�第
6
次
中
期
3
ヵ
年
経
営
計
画 

令
和
8
年
度 

本
店
行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
令
和
8
年
度
に
お
け
る
本
店
行
動
計
画
内
容
に

つ
い
て
、
部
門
方
針
に
則
っ
た
計
画
取
組
内
容
の

詳
細
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

3
、�令
和
8
年
度 

事
業
計
画（
文
書
編
・
数
値
編
）

に
つ
い
て

　
令
和
8
年
度
の
経
営
管
理
方
針
・
各
部
門
の
事

業
方
針
・
実
施
方
策
に
つ
い
て
、
事
業
量
取
扱
高

計
画
・
事
業
収
支
計
画
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
可

決
決
定
。

4
、�『
就
業
規
程
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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5
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢
構
築
に
係
る

指
針
」
の
変
更
に
つ
い
て（
案
）

6
、「『
職
制
規
程
』
業
務
分
掌
表
お
よ
び
職
務
権

限
表
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

7
、令
和
6
年
産
小
麦
共
同
計
算
の
結
果
に
つ
い
て

8
、�1
月
末
財
務
状
況
報
告

9
、�1
月
末
組
合
員
加
入
、
脱
退
状
況
報
告

10
、�2
月
の
動
静
と
3
月
の
予
定
に
つ
い
て

（
閉
会
・
午
後
5
時
03
分
）

 ＪＡさっぽろDATA 令和8年2月末業務実績 令和8年1月末業務実績

組合員数
正組合員 3,686名 3,691名

准組合員 34,755名 34,744名

合　計 38,441名 38,435名

出資金残高 72億7千4百万円 72億7千2百万円

販売取扱高 43億3千5百万円 42億7千8百万円

購買供給高 27億3千8百万円 25億5千7百万円

貯金残高 3,690億4千万円 3,694億4千5百万円

融資残高 1,126億5千5百万円 1,127億2百万円

共済保有高 6,259億5千8百万円 6,271億5千6百万円

施設建設取扱高 8千9百万円 8千9百万円

管理受託戸数 4,725戸 4,716戸
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2020 年からフリーランスのフォトグラファー
として主に札幌市内で活動。2022 年から
2026 年 3 月まで「虹の大樹」表紙と巻頭写
真の撮影を担当。

　これまで長年にわたり、「虹の大樹」の
顔として、札幌・石狩の農業を静かに切
り取ってきた写真家・曽我さんの作品。
そのレンズが捉えてきたのは、単なる風
景や産物の記録ではなく、土と共に生き
る生産者、飾らない日常と、ひたむきな
情熱でした。
　今後は、特集「生産者ストーリー」と
して、生産者の誠実な物語を曽我さんの
写真とともに不定期掲載で綴り届けてい
きます。
　曽我さんの写真が写し出す、もうひと
つの「物語」にご期待ください。

土の体温を写し出す、

風土と「物語」の
静かな鼓動。

─ 写真家・曽我さんの新連載紹介 ─




